
23 22

新 刊 案 内
「
世
界
の
図
書
館
」ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
／
著

「
鮭
の
歴
史
」

ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ミ
ン
ク
／
著

「
目
を
温
め
れ
ば
視
力
は
良
く
な
る
！
」

中
川　

和
宏
／
著

「
３
時
間
で
編
め
る
帽
子
と
あ
わ
せ
小
物
」

辰
巳
出
版
／
編

「�

ま
っ
ち
ん
の
か
ん
た
ん
焼
き
お
や
つ
」

町
野　

仁
英
／
著

「�

絵
手
紙
の
年
賀
状
・
２
０
１
５
年
版
」

絵
手
紙
い
ず
み
の
会
／
編

「
冬
の
薔
薇
立
ち
向
か
う
こ
と
を
恐
れ
ず
に
」

小
林　
　

凛
／
著

「
に
じ
い
ろ
ガ
ー
デ
ン
」

小
川　
　

糸
／
著

「�

ゴ
ー
ス
ト
・
ス
ナ
イ
パ
ー
」

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
／
著

「
ラ
イ
オ
ン
の
ひ
み
つ
」

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ル
ド
／
文

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

「�その峰を越えるか、
とどまるか…」
　幻のオオカミ探し
に人生を賭けた、仮釈
放中の男。父の遺志を
継いで再出発した山岳
写真家。彼らの真摯（し
んし）な魂が触れ合う
とき、奇跡が起こった。
　舞台は厳冬の大雪
山。大自然の豊穣（ほう
じょう）たる魂を高ら
かにうたう本格山岳
小説！

お
す
す
め
の
新
刊

笹本　稜平／著

☆�

特
集
展
示

　『
掃
除
、整
頓
、始
め
ま
せ
ん
か
！
』

　

年
末
が
近
づ
く
と
、考
え
始
め
る
の
が「
大

掃
除
」。掃
除
・
整
理
整
頓
の
参
考
に
な
る
本

を
集
め
ま
し
た
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�

期
間
／
12
月
２
日
㈫
～
12
月
30
日
㈫

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆
貸
出
冊
数
２
倍
フ
ェ
ア

　

年
末
年
始
の
お
休
み
前
に
、
た
く
さ
ん
の

本
を
借
り
た
い
！
と
い
う
方
の
た
め
に
、
期

間
中
、
貸
出
冊
数
を
通
常
の
10
冊
か
ら
20
冊

へ
拡
大
し
ま
す
！（
貸
出
期
間
は
通
常
通
り

２
週
間
で
す
）

▼�

期
間
／
12
月
16
日
㈫
～
12
月
30
日
㈫

☆
年
末
年
始
の
休
館
日

　

12
月
31
日
㈬
～
１
月
５
日
㈪
休
館
で
す
。

　

休
館
中
、
本
の
返
却
は
図
書
館
玄
関
横
の

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
年
は
１
月
６
日
㈫
か
ら
開
館
し
ま
す
。

▼
今
月
の
休
館
日

　

１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
23

日
㈫（
天
皇
誕
生
日
）・
29
日
㈪
・
31
日
㈬
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現
在
、
31
の

国
立
公
園
を
抱

え
る
日
本
で
す

が
、
そ
の
歴
史

は
指
定
場
所
の

選
定
が
始
ま
っ

た
１
９
２
１（
大

正
10
）年
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。公
表
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

原
始
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
山
岳

風
景
、
温
泉
や
湖
水
、
施
設
が
建
て
ら

れ
る
平
坦
地
の
存
在
と
い
っ
た
評
価

基
準
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
寒
湖

周
辺
は
初

期
段
階
か

ら
候
補
地

に
挙
が
っ

て
い
た
よ

う
で
す
が
、

摩
周
湖
第

～川湯の森から～

１
展
望
台
へ
の
道
路
開
通
、
阿
寒
横

断
道
路
完
成
、
釧
網
本
線
全
線
開
通

と
い
っ
た
交
通
網
の
整
備
も
後
押
し

に
な
り
ま
し
た
。事
前
に
調
査
会
委

員
一
行
が
訪
れ
た
と
き
の
様
子
を
、

地
元
の
新
聞
社
は「
絶
景
大
い
に
気
に

入
っ
た
模
様
」と
伝
え
て
い
ま
す
。そ

し
て
１
９
３
４（
昭
和
９
）年
、
第
１

期
と
し
て
川
湯
か
ら
阿
寒
に
ま
た
が

る
エ
リ
ア
が「
阿
寒
国
立
公
園
」と
し
て

指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
立
公
園
業
務
を
停
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
戦
争
期
を
乗
り
越
え
、
１
年

の
う
ち
の
半
分
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る

と
い
う
難
条
件
を
打
ち
破
り
、
歩
み

を
進
め
て
き
た
阿
寒
国
立
公
園
。こ

れ
か
ら
も
、
後
世
ま
で
残
す
べ
き
自

然
環
境
を
守
り
続
け
て
い
く
…
。身

近
に
国
立
公
園
と
接
し
て
い
る
住
民

と
し
て
、
12
月
４
日
は
そ
ん
な
思
い

を
新
た
に
す
る
１
日
に
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

12月４日 阿寒国立公園指定から80年！

国立公園指定祝賀パレード（1934年12月16日）
「�国立公園指定50周年記念  目で見る阿寒国
立公園史」より）

２階ギャラリー
工芸作品展「磯里博巳の世界」

開催中！

　12月の２階ギャラリーでは、阿

寒国立公園指定80周年を記念し

て、屈斜路コタン在住の工芸作家・

磯里博巳さんの作品展が行われ

ています。

　物心ついたころから、両親がな

りわいとする木彫りを傍らで見

て真似ていたという磯里さん。素

材をエゾシカの角やガラス玉へ

と広げながら、屈斜路湖の空気と

アイヌ文様を絡ませた作品を生

み出しています。今回はレリーフ

や彫像、アクセサリーなどが並び

ます。ぜひ、ご覧ください。

繊
細
な
作
品
を
見
に
来
ま
せ
ん
か

　

日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
の
第
一

人
者
で
東
京
音
楽
大
学
の
学
長
を
務
め

た
伊
福
部
昭
は
、１
９
１
４（
大
正
３
）年
、

釧
路
で
生
ま
れ
ま
し
た
。今
年
２
０
１

４
年
は
生
誕
１
０
０
年
と
い
う
こ
と
で
、

各
地
で
お
祝
い
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　
「
原
野
紀
行
」第
９
号
で
伊
福
部
を
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
更
科
と
伊
福
部
は

１
９
４
０（
昭
和
15
）年
、更
科
が
札
幌
へ

転
出
し
た
こ
ろ
に
出
会
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
福
部
は
、
更
科
が
１
９
４
３（
昭
和

18
）年
に
刊
行
し
た『
凍
原
の
歌
』か
ら
、４

つ
の
歌
曲
を
作
曲
し
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
」１
９
５
８

　
「
シ
レ
ト
コ
半
島
の
漁
夫
の
歌
」

１
９
６
０

　
「
摩
周
湖
」１
９
９
２

　
「
蒼
鷺
」２
０
０
０（

数
字
は
初
演
の
年
）

　

伊
福
部
は
、
更
科
と
出
会
っ
て
か
ら

最
後
の
歌
曲
を
書
き
上
げ
る
ま
で
、
50

数
年
の
歳
月
を
か
け
て
い
る
の
で
す
。

更
科
の
詩
集
か
ら
歌
曲
を
作
る
約
束
を

果
た
し
た
伊
福
部
。二
人
の
友
情
と
は

ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
４
年
は
更
科
源
藏
生
誕
１
１

０
年
の
年
で
も
あ
り
、
そ
の
記
念
の
９

月
、
４
つ
の
歌
曲
が
更
科
源
藏
文
学
資

料
館
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。詩
人
・
木

部
与
巴
仁
氏
の
企
画
で
実
現
し
た
の
で

す
。出
演
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

バ
リ
ト
ン
／
根
岸
一
郎

　

ピ
ア
ノ
／
八
木
智
恵
子
・
河
内
春
香

　

ヴ
ィ
オ
ラ
／
神
山
和
歌
子

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
戸
塚
ふ
み
子

　

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
／
中
村
杏
葉

　

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
／
岡
田
志
保

　

オ
ー
ボ
エ
／
三
浦
舞

　

詩
唱
と
語
り
／
木
部
与
巴
仁

　

木
部
氏
と
筆
者
の
出
会
い
は
、
伊
福

部
が
没
し
た
２
０
０
６
年
。東
京
で
の

追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
の
と
き
で
し
た
。木

部
氏
と
伊
福
部
の
弟
子
の
皆
さ
ん
と
会

っ
た
と
き
、
い
つ
か
は
更
科
の
生
地
で

伊
福
部
と
更
科
の
歌
曲
を
演
奏
し
た
い

と
の
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
十
数
人

の
メ
ン
バ
ー
を
弟
子
屈
に
お
呼
び
し
て

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
予
算
の
こ
と
を
考

え
る
と
と
て
も
実
現
で
き
る
と
は
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
の
で
す
。し
か
し
、
演

奏
家
た
ち
へ
の
木
部
氏
の
熱
心
な
働
き

か
け
と
、
音
楽
家
た
ち
の
伊
福
部
作
品

演
奏
へ
の
心
意
気
と
理
解
が
あ
っ
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
し
た
。

　

二
人
の
ふ
る
さ
と
道
東
で
、
４
つ
の

歌
曲
が
初
め
て
演
奏
さ
れ
た
こ
と
を
、

更
科
も
伊
福
部
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

当
日
、
会
場
で
、
二
人
の
友
情
の
証
し

で
あ
る
歌
曲
を
お
聴
き
く
だ
さ
っ
た
大

勢
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

※�

更
科
源
藏
資
料
紹
介『
原
野
紀
行
』は
、今
回
で
終

了
し
ま
す
。

更科源藏生誕110年・伊福部昭生誕100年

「摩周湖の歌」コンサート

●更科源藏資料紹介

第
116
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

1958（昭和33）年 東京の伊福部宅で 更科（左）と伊福部

９月28日に更科源藏文学資料館で行われた摩周湖の歌コンサート


